
低コスト及び需要に応じた 
苗木選定のための実証試験 
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１ 開発目的 

第二世代精英樹候補木から初期成長に優れたクローンを選抜し、初期成長に優れた第二世代精

英樹のさし木品種を開発する。 

 

２ 成果の概要 
・ 試験地における第二世代精英樹候補木（写真１）の調査においてクローン間の成長量の差

が大きいことが分かったことから、第二世代精英樹候補木の中から、成長に優れたクロー

ンが選抜できると考えられる。（図１） 
・ 特に成長に優れたクローンは、早期に雑草木を抜け出し、下刈り省力化が期待できる。（図

２） 
  
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 第二世代精英樹候補木クローンごとの樹高の相対成長速度 

写真 1 山出し前の第二世代候補木のさし木苗 

図２ 本試験で成長良好なクローン 



３  成果の詳細 

・ 試験地における第二世代精英樹候補木の調査においてクローン間の成長量の差が大きい

ことが分かったことから、第二世代精英樹候補木の中から、成長に優れたクローンが選抜

できると考えられる。（図１） 

・ 平成 22 年度の技術開発課題において、樹高成長の良好な個体（７年次）は下刈り不要条

件である雑草木を抜け出しており、このような樹高成長良好な個体の系統は初期の相対成

長速度も高い傾向にあった。（図３） 

・ このため、相対成長速度の高い試験地において特に成長に優れたクローンは、早期に雑草

木を抜け出し、下刈り省力化が期待できる。（図２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

４ 技術開発担当機関及びお問合せ先等 

・ 担当機関：関東森林管理局 森林技術・支援センター 
・ 共同研究機関：森林総合研究所林木育種センター 
・ 実施箇所：茨城森林管理署 阿吹山国有林 1042 け林小班、梅香沢国有林 25 か林小班 
・ 開発期間：平成 2４年度～平成 26 年度 
・ お問合せ先：関東森林管理局 森林技術・支援センター、ダイヤルイン（0296-72-1146） 
 

５ 参考情報 

［関東森林管理局 Web サイト掲載情報］ 
完了報告(PDF:63KB)、完了報告添付資料(PDF:1732KB) 

図３ 平成 22 年度の技術開発課題の結果 

 

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/gizyutu/seika/pdf/h26teikosuto_kanryouhoukoku.pdf
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/gizyutu/seika/pdf/h26teikosuto_tenpusiryou.pdf

